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は じ め に

貝塚市は、波静かな大阪湾 を北に望み、緑豊かな和泉山脈 を南に含む穏 やか な自然環境に恵

まれた地域であ ります。そのため、昔か ら多 くの人々が さまざまな営みを繰 り返 していた と考

え られ、各時代の遺跡が市内各所 に存在 してい ます。 これ らは貴重な先人達の遺産であ ること

か ら、今 を生 きる人間が積極的に後世 に伝 えてい く努力 をしな くてはならないのです。 しか し、

わが市 において も、近年の都 市化現象 により徐 々に減少 してお ります。

今 回、平成11年 度中に実施いた しました緊急発掘調査 の結果 を報告いた します。開発 に伴

う調査で、その大部分が非常に小規模ではあ りますが、現市域 に住 んでいた先人達の生活を考

える上で欠かせ ない多 くの成果 を得 るこ とができました。本書を刊行す ることにより、皆さま

の文化財 に対す るご理解 を深 めていただ く一助 となれば幸いに存 じます。

また、発掘調査 ならびに本書の作成 にあた り、関係各位 には多大 なご指導、ご協力 をいただ

き、深 く感謝 申し上げます。やがて、文化財が住環境 をよ り豊かなものに して くれることと存

じます。今後 とも本市文化財保護行政 に対する一・層のご理解 とご支援 をお願いする次第であ り

ます。

平成12年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 豊 彦



例 言

1.本 書 は、貝塚市教育委員会が平成ll年 度に国庫補助金を受けて実施 した、大阪府貝塚市域

における埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。

なお、遺物整理の都合か ら一部平成10年 度調査 について も掲載 してい る。

2.発 掘調査 は貝塚市教育委員会教育部社会教育課文化財係、学芸員前川浩一、上野裕子、木

嶋崇晴が担 当 し、平成11年4月1日 より調査 を実施 し、平成12年3月31日 に終了 した。

3.本 書 の執筆 は前川、上野、木嶋の各現地担当者が行 い、編集は前川、上野が行 った。

4.図22～24以 外の調査 図面内位置図は縮尺1/5,000、 方位上が北 に統一 している。

5.出 土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会 にて保管 している。
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第1章 平成11年 の調査概要

平成11年 は埋蔵文化財発掘届出書提出数269件 、遺跡外試掘調査依頼26件 を数える。届出に関わ

る発掘調査60件 、立会調査58件 を実施 した。慎重工事扱い151件 である。遺跡外は16件 を実施し、

内1件 については遺跡発見届出書により麻生中遺跡の範囲拡大登録を行った。60件 の内国庫補助

対象 となる個人専用住宅建設に伴 う調査は26件である。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略称 開 発 地

(平成10年 度)

1 貝塚寺内町遺跡 .; JN 南町1181

2 海塚遺跡 98-33 UD 海塚226-4の 一部

3 沢城跡 98-37 SJ 沢1286-1

4 秦廃寺 98-40 HT 半田705-5

5 貝塚寺内町遺跡 98-41 JN 近木1064-2他

6 地蔵堂廃寺 98-42 GZZH 地蔵堂246-9

(平成11年 度)

7 名越遺跡 99-1 NG 清 児424-3

8 沢共同墓地遺跡 99-4 SKB 沢897-1の 一 部

9 地蔵堂廃寺 .. GZZH 地蔵堂261

10 石才遺跡 99-7 is 石才574

11 土生遺跡 99-11 HB 久保245-4

12 脇浜遺跡 99-16 WH 脇 浜3-436-1の 一 部

13 清児遺跡 99-17 SG 麻生中614-1の 一部

14 貝塚寺内町遺跡 99-20 JN 北町79-7

15 脇浜遺跡 99-21 WH 脇浜2-579-3

16 貝塚寺内町遺跡 99-22 JN 南 町1360-1、1360-13

17 加 治 ・神前 ・畠中遺跡 99-25 KKH 畠中2-325-1

18 貝塚寺内町遺跡 99-34 JN 北 町79-6、79-5、122-83

19 秦廃寺 99-35 HT 半 田710-3

20 森下代遺跡 99-37 MS 森435-1

21 海塚遺跡 99-39 UD 海塚182-2

22 三 ヶ山西遺跡 ・・,1 MYN 三 ツ松1464-1の 一 部、1464-3の 一 部

23 名越遺跡 ..・. NG 清 児1036-2、1037の 一 部

24 加治 ・神前 ・畠中遺跡 99-50 KKH 畠中301

25 三ヶ山西遺跡 99-55 MYN 三 ツ松1472-1

26 加治 ・神前 ・畠中遺跡 99-56 KKH 加 神2-145、146、147

表1平 成11年 国庫補助事業一覧(平 成11年1月 ～12月)
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1。 沢新出遺跡2.沢 海岸遺跡3.沢 遣跡5.長 楽寺跡7.丸 山古墳8.地 蔵堂廃寺9.下 新出遣跡10.秦 廃寺n.海 岸寺山須恵器

窯跡12.海 岸寺山墳墓遺跡13.海 岸寺山南須恵器窯跡14.海 岸寺山古墳15.麻 生中新池遺跡i6.河 池遺跡17.水 間寺遣跡18.木 積観音

寺跡19.泉 州麻生塩壷出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺内町遺跡23.加 治・神前・畠中遺跡24.明 楽寺跡25.沢 共同墓地遺跡

26.沢 西遺跡27.沢 海岸北遺跡28.沢 遣跡29.新 井。鳥羽遺跡30.新 井ノ池遣跡31。 半田遺跡32.麻 生中遺跡33.熊 野街道一里塚34.

澱池遺跡35.積 善寺城跡36.清 児遺跡37.集 原池遺跡38.高 井天神廃寺・高井城跡39.森 城跡40.森B遺 跡41.森 ノ大池遺跡42.森
A遺 跡43.=ッ 池遺跡44.千 石堀城跡45.水 間墓地46.三 ヶ山城跡47.片 山墓地48.蛇 谷城跡49.根 福寺城跡50.蕎 原城跡51.窪

田遣 ・窪田廃寺52.葛 城山頂遺跡53.坊 城遺跡54.三 ッ松遺跡55.槍 ヶ谷城跡56.半 田遺跡57.堤 遺跡58.小 瀬五所山遣跡59.石 才

遺跡60.王 子遺跡61.土 生遺跡64.海 岸寺山遺跡66.脇 浜遺跡67.今 池遺跡68.三 ヶ山遺跡69。 三ヶ山西遺跡70.石 才南遣跡71.

名越遺跡72.地 蔵堂遣跡73.名 越西遺跡74.木 積遺跡75.新 井 ・鳥羽北遺跡78.沢 西遺跡79.王 子西遣跡80.津 田遺跡81.三 ヶ山オ
ニ谷遺跡82.福 田遺跡83.森 下代遺跡84.三 ヶ松北垣外遺跡85.薬 師池西遺跡86.麻 生中出口遺跡87.小 瀬遺跡ss.堤 三宅遺跡89.

沢新開遺跡90.沢 タナジ リ遺跡91.堀 新遣跡92.橘 池遺跡93.麻 生中下代遺跡94.堀 秋毛遺跡95.半 田北遺跡96.沢 老ノ塚遺跡97.

東遺跡98.馬 場遺跡100.鳥 の池西遺跡101.白 地谷遺跡102.津 田北遺跡103.久 保遣跡108。 水間ニノ戸遺跡109.窪 田ハマデ遺跡110.

海塚遣跡111.脇 浜川端遺跡

図1貝 塚市 遺跡分布図
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図2調 査地位置図

(S=1!10,000)
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図3調 査地位置 図

(S=1/10,000)
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図4調 査地位置 図

(S=1/10,000)
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図5調 査地位置図

(S=1!10,000)
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第2章 調査結果

1貝 塚寺内町遺跡

98-29区 の調査

貝塚寺内町遺跡は貝塚市北部の大阪湾に面 し、砂堆部から中位段丘端部にかけての海抜2～9

mを 測る地点に位置する。北側は北境川、南側は清水川、東側は南海本線 までの部分がその範囲

である。北東～南西約800m、 南東～北西約550mを 測 る。寺内の中心寺院は願泉寺であ り、近世

には願泉寺住職 「卜半」が寺内地頭 として、絶大な支配力を誇った。今回の調査地は貝塚市南1181

である。

調査地西部に北西～南東方向の調査区(1.5×9m)を 設定 して実施した。調査区内の基本層序

は、近代以降の整地層(第1層 、層厚約0.2m)の 下に、地山となる淡黄色粗砂層がある。現地表

面標高は約2.3mを 測る。堆積状況 ・標高か らすると、調査地は清水川右岸の微高地(自 然堤防)

と考 えられる。遺構 については、近代からの建設行為 によってそれ以前の状況は明確ではない。

調査地の長辺に対するほぼ中央には瓦積井戸が露出していた。その内側にはコンクリー ト製井筒

が入れられてお り、近世以降現在まで使用されている。当初の井戸堀形を検出したが、その他は

明確ではなく、北端にて近世末頃の土坑、南半では整地層の痕跡を確認したのみである。

遺物はSK-1よ り陶磁器が出土した。(前 川)

1.暗 灰褐色砂質土

2.暗 灰褐色土

3.暗 褐色土(SE-1掘 形)

4.暗 黄色土

5.淡 褐色細砂

図698-29区

・・ 区の調査

今回調査を実施したのは貝塚市近木1064-2他 である。調査地は階段状に3段 になってお り、

調査 は工事計画に基づき、各段に計4ヶ 所の トレンチを設定 した。また各 トレンチの基本層序番

一7一



図798-41区

号は混乱 をさけるため、異なる数字 をあてている。第3・4ト レンチ は数字 を対応 させ てい る。

第1ト レンチ(1×2.5m)基 本層序 は2層 に大別で きる。第a層 は黄褐色土(厚 さ0.4～0.5m)、

第b層 は暗灰黄色土(厚 さ約0.3m)で あ る。 第a・b層 は盛土である。第b層 か らは瓦 ・陶磁 器

が出土 した。

第2ト レンチ(1×2m)基 本層序 は8層 に分け られ る。A層 は黄橙色 土(厚 さ0.12m)、B

層は褐灰色土(厚 さ0.2m)、C層 黄灰色 土(厚 さ0.12m)、D層 は黄灰色土(厚 さ0.14m){C層 よ

りも砂 を多 く含 む}、E層 はにぶい橙 色砂(厚 さ0.lm)、F層 はにぶい黄橙色砂(厚 さ0.2m){小

レキが混 ざる}、G層 は黒褐色粘 質土(厚 さ0.08m){砂 が多 く混 ざる}で ある。H層 は地 山で に

ぶい黄褐色 レキ層 であ る。A～E層 は盛土 と考え られ る。B・C層 は コー クス ・レンガが多量 に

混ざる。 またE層 は第4ト レンチの第5層 と土質 が似 る。

第3ト レンチ(1.5×4.5m)基 本層序 は11層 に分け られる。第1層 はにぶい黄橙色土(厚 さ0.l

m)、 第2層 は褐灰色土(厚 さ0.3m)、 第3層 は黒褐色土(厚 さ0.38m)、 第4層 は灰黄褐色砂(厚

さ0.18m)、 第5層 は明黄褐 色砂(厚 さ0.08m)、 第6層 は黒色粘 質土(厚 さ0.18m)、 第7層 は褐

灰色 砂(厚 さα1m)、 第8層 は暗灰 色粘土(厚 さ0。08m)、 第9層 は暗灰色粘質 土(厚 さ0.26m)

{第8層 よりも砂が多量 に混 ざる}、 第10層 は黄灰色粘土(厚 さ0.2m){砂 が混 ざる}で ある。第

11層 は地 山で灰色砂であ る。第1～5層 は盛土 と考 え られ る。第3・4層 か らは陶磁器 ・瓦が多

量に出土 した。第7層 か らは瓦 が多数、第8層 か らは摺鉢が出土 した。第9層 よ り下層 か らは遺

物は出土 しなかった。第3ト レンチの西側か ら瓦溜 りを確認 した。瓦溜 りは西側 断面で現状地盤

か ら0.9mま で確認で きた。瓦溜 りの瓦 は新 しい ものであ り、土坑 を掘 って棄 てた もの と考 え られ

る。第3ト レンチ の西側付近 では瓦が地面か ら露 出 していた。 また瓦 と窯壁 ブロックが数点 出土

した。
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第4ト レンチ(o.s×6.3m)基 本層序は6層 に分 け られ る。第1層 はにぶい黄橙色土(厚 さ0.14

m)、 第2層 は褐灰色 土(厚 さ0.16～0.3m)、 第3層 は黒褐色粘土(厚 さ0.1～0.3m)、 第③ は黒褐

色粘質土(厚 さ0.1～0.2m)、 第5層 は明黄褐色砂(厚 さ0.1m)、 第6層 は灰色粘土(厚 さは不明)

である。本 トレンチ は第6層 まで掘削 した時点で湧水 が激 しく、以下の掘削 は中止 した。 第1～

5層 は盛土 と考え られる。第3・ ③層か らは陶磁器 ・瓦が多数出土 した。また第5層 は第3ト レ

ンチの第5層 と対応 する と考 えられる。

調査地 は東 か ら西へ大 きく傾斜 してお り、そのため盛土 を行い階段状 にす る。第3ト レンチで

は約1m近 く盛土が行 われ てお り、時期 は明治以降 と考え られる。 また第6～8層 か らは瓦 ・陶

磁器 が出土 してお り、時期 は近世後半 と考 え られ る。(木 嶋)

99-20区 の調査

発掘調査 を実施 したのは貝塚市北 町79-7で ある。調査 は調査地北東側に、幅北側3m、 南側

1.5m、 長 さ約5mの 南北調査区 を設定 し実施 した。

調査 区では、現駐車場の整地土(第1層 、層厚0.3m)の 下に約3面 の生活面 を確認 した。第1

面 は灰黄色粘質土層(第5層 、層厚0.1m)を 整地土 とす る上面。上 か ら旧テザ ック工場の攪 乱層 が

掘 り込 まれている。第2面 は暗赤褐色極細砂 ～粘質 シル トや にぶい黄色砂礫混粘質土(第6、10

層、層厚0.2～0.3m)を 整地土 とす る面である。灰褐色砂礫混土 を埋土 とす る土坑が上か ら掘 り込

まれている。 第3面 は灰黄色砂礫～粗砂(第12、13層 、層厚0.1～0.15m)を 整地土 とす る上面。

焼土 を含 む土 間状遺構が存在す る。地山 は黄灰色砂礫層 で、現地表面 より約0.8mに て検出 した。

地 山上面での遺構 は無 い。 これ らの生活面の年代 につ いては、上面か ら掘 り込 まれている遺構埋

土 の状態や、整地状況か らすべ て近代以降 と考 えられ る。

調査地の北 ～西側 には寺内の北端 を限 る北境川が流 れている。調査 地を含む願泉寺～北境川 に

L=KBM

図899-20区
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か けての一帯 は寺 内の中で も最 も開発が遅れた部分 であることは、絵 図か ら伺える。 さ らに調査

区西の北境川河岸部 で98年 度 に行 った調査では、近代 に盛土 されて嵩上 げされている状況が確認

された。 この ように調査地周辺 では近代以降活発 な開発が行われ、以前の遺構 が希薄であ ること

が判明 した。遺物 は第5層 上面 より掘 り込 まれた攪乱層の中か ら和泉音羽焼3点 、肥前磁 器2点

が出土 した。(上 野)

99-22区 の調査

発 掘調査 を実施 したの は貝塚市南 町1360-1他 である。調査 地北部 に1×5.5mの 調査 区 を設

定 した。

基本層序 は第1層:盛 土(厚 さ0.3m)、 第2層:に ぶい黄橙色砂(厚 さ0.2～0.4m)、 第3層:暗

灰 黄色砂(厚 さ0.1～0.2m)、 第4層:灰 黄褐色砂 ・炭 が多量 に混 じる(厚 さ0.2m)、 第5層:灰 黄

色砂(厚 さ0.5m)、 第6層:に ぶ い黄色粗砂(地 山)が 堆積 す る。第6層 は人 間の生活痕跡が認

め られない層 であ る。

第6層 上面 よ り褐灰色砂 ・炭が多量 に混 じる(深 さ0.5m)が 掘 り込 まれている。掘 り込 み底部

には炭 ・焼土が薄 く堆積す る。遺物 は掘 り込み、第5層 を中心 に瓦、染付茶碗、陶器が出土 した。

(木嶋)

図999-22区

99-27区 の調査

今回の調査は平成11年 度国庫補助事業として実施された国重要文化財願泉寺(貝 塚市中946)に

おける消火用放水銃設置工事に伴うものである。本工事は境内北側に接する市立北小学校屋内運

動場地下に設置された防火水槽 を利用することが前提 となっているため、調査対象 となったのは

地下埋設管部分工事である。掘削幅0.3～05m、 総延長約270m、 掘削深0.6～0.8mを 測る。

掘削は防火水槽に近い北側部分から開始 し、離れ棟東側～書院(A地 区)、書院西側(D地 区)、
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図1099-27区

庫裡北 ・東側(B地 区)、本堂東側(C地 区)、本堂西～南側、墓地(E地 区)の 順に行い、地区

名称は工事設計にある掘削区間名を使用 した。細長い掘削に伴って調査 を実施 したため、面的に

遺構等を把握できたところは少なく、また、埋設管掘削深度よりも深 く掘削することが不可能で

あったため地山を検出したところも少ない。 しかし、境内をほぼ全周する形での掘削であり、江

戸期か ら現在にかけての堆積状況を知るための貴重な調査となった。

現状の地表面を形成する黒色土(一 部現代マサ土)を 除去すると、明治期の地表面が現れ、礎

石等の遺構はこの面にある。以下、概要を地点毎にまとめる。

A地 点(離 れ棟から書院)

本地点は段丘端部にあた り、書院との中間地点に庭造成の段差があ り、段差から堆積状況が異

なる。段差の下に当たる離れ棟の周辺は、近世後半以降の瓦を大量に含む造成が最低3回 行われ

ている。これらは段丘端部に向かって行われてお り、旧地形は大幅に改変されていることが判明

した。これ らの瓦は明治初頭に解体 された ト半役所に使用されたものと考えられる。地山は段差

部分近 くの現地表下約0.5mに て検出したが、山状に高まった一部を検出したのみであり、北側、

南側に低 くなっていく。

段差上は3層 以上の整地層を確認できるが、東半はそれを切 り込む様に粗砂の土坑状の遺構が

存在する。 これも整地層 と考えられるが、非常に脆弱であ り、何を目的とするものかは不明であ

る。遺物 も瓦片が少量出土するのみであ り、時期は不明である。

B地 区(庫 裡北 ・東側)

北側はA地 区から庫裡にかけては3～4層 の整地層が存在する。しかし、明確な遺構は明治期

までの地表面からの埋甕のみであり、その他の整地層上面か らの掘込みはない。遺物も各層瓦が

少量出土するのみであ り、時期の判断は困難であるが、概ね近世後半以降のものと考えられる。

11



庫裡周辺は、市立北小学校 との敷地境にブロック塀があ り、その基礎工事によって破壊 を受けて

お り整地層の存在は確認できない。ただし、地山を確認できる所が一部あ り現地表面か ら約0.8m

において確認 した。

C地 区(本 堂東側)

本地区はカクランが少ないため、最も堆積状況は把握 しやすい。現地表下約0.6mに て黄色粘土

の地山を確認 し、標高8～8.2mに 地山が存在することを面的に確認できた。その上面には2層 の

整地層が存在する。遺構は無 く、整地層からの遺物出土もなく時期は不明である。

D地 区(書 院北～西側)

A地 区か ら続 く粗砂の整地層が存在するが、書院北側部分東半で途切れる。これが何 を意味す

るのかは判断できないが、粗砂が全面に広がるものではなく、部分的なものであることは判明し

た。書院北側西半は現地表下約0.5mに て地山(黄 色粘土)を 検出し、その上には1～2層 の整地

層が存在する。

書院西側はカクランによって整地層は存在しないが、地山の黄色粘土は地表下約0.6mに て確認

できる。このカクランは庭造成時の盛土 と見 られる。

E地 区(本 堂西～南側、墓地)

本地区は今回の範囲では最も状況の悪い所である。墓地部分は近世にはなく、明治以降に大幅

な盛土によって造成 してお り、管掘削に深さでは地山も確認できない。本堂西側にもこれが続 く。

南側 も昭和に建設された会館の附帯工事によって大幅なカクランを受けている。ただ、本堂を過

ぎたE地 区南端では、現地表した約0.3mに て礫層の地山を、その上面には1層 の整地層を確認し

た。また、地山を掘 り込む状況で土坑を1カ 所検出した。土坑は遺物が無 く時期は不明であるが、整

地層共に幕末から明治頃のものと考えられる。

消火栓引き込み部分

C、E地 区においてそれぞれ一カ所本堂内に消火栓の引き込み管工事を行い、本堂基壇の一部

を掘削 した。C地 区では、現地表下約0.6mに おいて地山(黄 色粘土)を 検出し、その上には層厚

約0.3mを 測る黄色シル トを入れ、シル トの上に3～5cmを 測る石を多量に含んだ黄色土を積み基

壇 としている。E地 区は現地表下約0.7mに おいて地山(黄 色粘土)を 検出した。こちらはその

上に層厚約0.1mを 測る細砂混 じりの灰黄褐色土を入れ、その上に層厚約0.1mを 測る明黄褐色土、

層厚約0.15mを 測る黄色土を積み基壇 としている。両層 とも石を多量に含む。こち らでは礎石 と

の関係が把握でき、明黄褐色土を積んだ後、礎石を据えている。両地区共地山は標高約8.1mを 測

る。遺物はない。

全体 を総合すると、地山は標高8m前 後に存在 し、各部分で異なった整地が行われる。遺物が

非常に少な く時期の判定は困難であるが、全体の印象では近世後半以降のものであると考えられ

る。明確な遺構は幕末～明治期に限られる。(前 川)

99-34区 の調査

発掘調査 を実施 したのは貝塚市北町79-6他 である。調査地東部に1.5×0.5mの 調査区を設定 し
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S=1/400

盛土

暗灰黄色礫

S=1/20

図1199-34区

実施した。調査区内の基本層序は0.6mを 測る盛土を除去すると暗灰黄色礫(地 山)が 存在する。

盛土内より瀬戸焼磁器染付碗は出土するものの、この土層の成立は近代以降のものと考えられる。

遺構、遺物包含層は存在 しない。(前 川)

∬ 海塚遺跡

98-33区 の調査

海塚遺跡は本市北西部、大字 「海塚」の存在する中世遺跡である。中位段丘上に位置 し、周辺

標高12～15mを 測る。発掘調査を実施したのは貝塚市海塚226-4で ある。

図1298-33区
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調査 は工事計画 に基づ き、1×9m調 査 区を設定 した。基本層序 は第1層 は盛土(厚 さ0.2m)、

第2層 は灰褐色土(厚 さ0.06m)、 第3層 は褐灰色 土 ・灰黄褐色土が混 じる(厚 さ0.1m)、 第4層

は黄灰色砂質土(厚 さ0.lm)、 第5層 は明黄褐色粘土(地 山)で ある。

第3層 上面 にて粘土取 り遺構 と考え られる土坑 を2基 検 出 した。西側土坑 を土坑1、 東側 土坑

を土坑2と す る。土坑1は 検 出幅1.7m、 深 さ約0.6mを 測 り、埋 土は暗灰黄色粘質土(砂 が多 く混

じる)で ある。土坑2は 検 出幅2m、 深 さ0.45mを 測 り、埋 土 は褐灰色粘土(に ぶい黄褐色粘 土

が混 じる)で ある。 これ らの土坑 は重複関係 にあ り、土坑1が 第3層 よ り掘 り込まれてお り、そ

の後土坑2が 土坑1の 一部を含 めて東側 に大 きく掘削 を行 っている。土坑2よ り土師器皿が出土

している。(木 嶋)

99-39区 の調査

発掘 調査 を実施 したの は貝塚市海塚182-2で ある。調査 は調査 地北側 に、 南北方向の約2.5×

3mの 調査 区 を設定 し実施 した。

調査 区内に は5層 の土層 が堆積 していた。上か ら順 に盛土(第1層 、層厚0.25～0.45m)、 褐灰

色土(第2層 、層厚0.15～0.45m)、 黄灰色 土(第3層 、層厚0.lm)、 褐灰 色粘質 土(第4層 、層

厚0.1m)、 褐灰色砂礫混粘質土(第5層 、層厚0.1m)で ある。地 山は黄色粘土で、現地表面 よ り

0.6mで 検出 した。遺構 はな く、遺物 は第4層 よ り土師器 が出土 した。(上 野)

道路

L=KBM

巨≡ ≡ ≡ ヨ 。-1/,。
黄色砂礫混粘質土

1.盛 土4.褐 灰色土

2.褐 灰色土5.褐 灰色砂礫混粘質土

3.黄 灰色土

図1399-39区

皿 沢城跡

98-37区 の調査

沢城跡は本市中央 を縦断する近木川左岸の段丘上に位置 し、標高約8～11mを 測る。周辺には

弥生時代から中世にかけての遺跡が多数存在 し、本市における遺跡集中地域のひとつである。今

回の調査地は貝塚市沢1286-1で ある。
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図1498-37区

調査対象地東側、南北方 向に対 するほぼ中央 に、南北方向の調査 区(1.5×6m)を 設定 し調査

を実施 した。調査 区内の地 山は北側が現地 表下約08m、 南側 が約0.3mに 存在 し、北側が低い。調

査 区のほぼ中央 を縦断 して段が あ り、北側 は灰 白色礫 、南側 は灰 白色粘土である。南側 は周辺地

域 にて確認 で きる黄色粘土が存在 しないため、削平 を受 けた もの と考 えられる。北側 は自然面 で

ある。調査 区の層序 は先 の地 山標高の関係 で、北側が7層 、南側が3層 に分別で きる。全面 に存

在す る現代 土(層 厚約0.1m)を 除去す ると、南側 は灰 オ リーブ色土(第3層 、層厚0.2m)、 地 山

(灰 白色粘土)と なる。北側 はにぶい黄橙色粗砂(第2層 、層厚0.2m)、 灰 オ リーブ色土(第4

層、層厚0.2m)、 オ リーブ黄色細砂(第5層 、層厚0.15m)、 明黄褐色礫土(第6層 、層厚0.2m)、

灰色粘土(第7層 、層厚0.2m)、 地 山(灰 白色礫)と なる。

北側 の堆積 は、第6層 が人為 的な造成 とみ られ るが、その後 第5層 が 自然 に流れ込んでい る。

第4層 に再度造成 して、南側地 山面 の レベ ルに併せて嵩上 げしたようである。 これ ら一連の流れ

は、数 日間の ことと推定で きる。第2層 は現状の植木埋土 である。堆積状況か らは、農地の高 さ

の違 いが段 として存在 した と考 えられる。 なお、第6層 か ら、現代 の平瓦が出土 してる。

第7層 については、 ほぼ垂 直に立 ち上が る南肩部を検 出 してお り、遺物包含 層 とす るよ り、遺

構 の可能性がある。 しか し、現状 か らは断定で きないので、今後の課題 としたい。(前 川)

N秦 廃 寺

98-40区 の調査

秦 廃寺は貝塚市北部、大字 「半 田」 に位置する白鳳期か ら中世にかけての寺 院跡 である。本遺

跡 は、本 市 と岸和 田市 とのほぼ境界 を流れ る津 田川、 その支流である小渕川左岸 の段 丘上に位置

する。標 高約26mを 測 る。平成8年 度府営桜塚住宅改築工事 に伴 う大阪府教育委員会 による発掘

調査 によって寺域南限 とその南側 に広がる7～8世 紀 の集落が確認 されている。今 回発掘調査 を

15



z

31.灰 黄色土2.にぶい黄橙色土3.にぶい黄褐色土

明黄褐色土se1/80

図1598-40区

実施 したのは貝塚市半田705-5で ある。

調査 は申請建物の東側 に1×3mの 調査 区を設定 した。基本層 序は現状地盤か ら1.4mま で盛土

であ り、土 を締め てあ った。盛土は大 き く3層 に分 け られ る。第1層 は灰黄色土(厚 さ約0.3m)、

第2層 はにぶい黄橙色土(厚 さ約0.7m)、 第3層 はにぶい黄褐色 土(厚 さ0.4m)を 測 る。第4層

は明黄褐色 土の地 山であ った。遺物 ・遺構 は認め られなかった。(木 嶋)

99-35区 の調査

発掘調査 を実施 したの は貝塚市半 田710-3で ある。調査 は調査地東側 に、南北方 向、4.1×2.5

L=KBM

S=1/80

図1699-35区
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mの 調査 区 を設定 し実施 した。調査 区内には層厚 約0 .2mの 暗褐色土層 が堆積 してお り、その下 は

茶褐色砂礫土 の地 山であった。遺構 はない。遺物 は暗褐色土層中か らガラス瓶、印判染付類、和

泉音羽焼 等が 出土 し、明治以降の堆積土層 と考 えられる。 なお、若干ではあるが、瓦器細片 も出

土 してい る。調査地 はその状況か ら、削平を受 けているもの と考 え られる。南西部にある府営住

宅の調査 でも同 じ状況で、一帯が 同様 の状況 であった可能性がある。(上 野)

V地 蔵堂廃寺

98-42区 の調査

地蔵堂廃寺は本市北西部、大字 「地蔵堂」 に存在 す る平安時代か ら中世にかけての寺院跡 であ

る。泉佐野市 との境界 をなす見 出川右岸 の段 丘上 に位置 し、周辺標高は22～24mを 測 る。発掘調

査 を実施 したのは貝塚市地蔵X246-9で あ る。

調査 は浄化槽部分 について1×4.5mの 調査 区を設定 した。基本層序 は8層 に分け られる。第1

層 は盛 土で灰黄褐色土(厚 さ0.12m)、 第2層 はカクランで灰色土(厚 さ0.04～0 .12m)、 第3層 は

にぶい黄橙色 粘質土 と灰 白色が混 ざる(厚 さ0.1m)3No.4層 よりも砂 が多 く混 ざる}、 第4層 は

にぶい黄橙色粘土(厚 さ0.2m)、 第5層 はにぶ い黄橙 色粘土 と褐灰色粘土が混 ざる(厚 さ0.1m)、

第6層 は褐灰色粘土(厚 さα1m)、 第7層 は黄灰色粘 質土(厚 さ0.08m)、 第8層 は明黄褐色粘土

(地山)が 堆積 する。第5層 は第4層 と第6層 とが混 ざった層 である。第3～7層 は遺物包含層

であ り、時期 は中世 と考 え られる。遺物 は瓦質鉢、瓦質土器、土師質土器が 出土 した。

地 山上面では土坑(SK-1)を 検出 した。検 出長α5m、 幅0.3m、 深 さ0.23mを 測る。埋土 は

褐灰色粘土 と明黄褐色粘土であ り、 ブロ ック状 に混 ざる。遺物 は瓦器椀片が 出土 した。 この土坑

は埋 土がブロ ック状 に堆積 していることか ら、人為 的に埋 め られた もの と考 え られる。埋没の時

期 は出土遺物か ら中世 と考え られる。土坑 の性格 は不 明である。 また地 山上面 は、 トレンチの中

図1798-42区
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央部付近から南方向に緩やかに落ち込んでい く。基本層序では第7層 にあたる。

調査地南方向に位置する道路の南側で以前調査が行われてお り、そこからも中世の包含層が確

認されている。また調査地西方向に位置する南保育園でも調査を行ってお り、ここは谷状に落ち

込んでいた。南保育園で確認 した谷は西方向に開き、今回の調査地より手前で縮小してい くと現

段階では推測される。また北西方向に正福寺が位置する。今回の調査地か ら瓦は出土 しなかった

が、正福寺 との関連性 も考えていきたい。(木 嶋)

99-6区 の調査

発掘調査を実施 したのは貝塚市地蔵堂261で ある。調査は調査地南側に、南北方向の2×4mの

調査区を設定 し実施 した。

調査区内には5層 の土層が堆積 していた。上から順に盛土(第1層 、層厚0.2～0.4m)、 褐灰色

土(第2層 、層厚0.lm)、 淡褐灰色土(第3層 、層厚0.05～0.lm)、 褐灰色砂礫混土(第4層 、層

厚0.1～0.15m)、 黄灰色砂礫混土(第5層 、層厚0.lm)で ある。地山は黄橙色砂礫で、現地表面

より0.8mで 検出した。

調査地南側の浄化槽部分は工事 との関係で断面確認のみ行った。その結果、検出幅0.85m、 深

さ0.4mを 測る溝状の遺構を確認 した。溝状遺構は南に向かって落ち、東西方向にのびるもの と考

えられる。埋土は紫灰色粘土ブロック混黄褐色砂礫混土で人為的に埋められた痕跡を残 している。

北側は地山面にて遺構検出を行ったが、遺構 は確認できなかった。遺物は出土しなかった。

(上野)

縅
図1899-6区

V[名 越遺跡

99-1区 の調査

名越遺跡 は本市内陸部、大字 「名越」、「清児」、「麻生中」に存在する中世条里遺跡である。本
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市 を縦 断す る近木川右岸の中位段 丘上 に位置 し、周 辺標 高 は39～44mを 測る。遺跡 内の90%は 農

地で あ り、発掘調査 は進んでいない。発掘調査 を実 施 したのは貝塚市清児424-3で ある。

調査 は浄化槽部分 に2×3mの 調査 区を設定 した。基本層序 は16層 に分 け られ る。第1層 は現

代耕作 土(厚 さ0.2m)、 第2層 はにぶ い橙色 粘土(厚 さ0.06m){床 土}、 第3層 は褐灰色粘 質土

(厚 さ0.15m){マ ンガ ンを含 む}、 第4層 はにぶい黄 橙色粘 土(厚 さ0.1m){マ ンガ ンを若干含

む}、 第5層 はにぶ い黄橙色粘 土(厚 さ0.1m)、 第6層 は褐灰色粘土(厚 さ0.1m)、 第7層 は褐灰

色粘 質土(厚 さ0.35m)、 第8層 は褐灰色粘 質土(厚 さ0.1m)、 第9層 は黄灰色砂 質土(厚 さ0.08

m)、 第10層 はにぶい黄橙色砂質土(厚 さ0.1m)、 第11層 はにぶ い黄橙色砂(厚 さ0 .15m)、 第12層

は灰 白色砂(厚 さ0.2m)、 第13層 はにぶい黄橙色砂 に粘土 が混 ざる(厚 さ0.06m)、 第14層 は黄灰

色粘 土(厚 さ0.15m)、 第15層 は黄灰色粘土(厚 さ0.08m)、 第16層 は灰色粘 土(厚 さ0.lm以 上)

が堆積 していた。 第3～7層 は中世か ら近世 にかけての耕作土 であ り、第7層 か ら瓦器 、土師器

片が出土 した。第11・12層 は砂層、第14層 以下は粘土層 であ り、耕作地化以前 は谷であったと考

え られ る。遺物 は出土 しなかった。第14・15層 に管状斑鉄がみ られる ことか ら、砂層堆積以前 は

植物が茂っていたと考 えられる。(木 嶋)

図1999-1区

99-46区 の調査

発掘調査 を実施 したのは貝塚市清児1036-2、1037の 一部である。調査 は調査 地東側 に、1×

lmの 調査区 を設定 し実施 した。調査 区内 には3層 の土層が堆積 していた。上か ら順 に盛土(第

1層 、層厚0.3m)、 灰色砂礫 混土(第2層 、層厚0.45～0 .65m)、 にぶい黄橙色極細砂(第3層 、

層厚0.16～0.35m)で あ る。第2層 は解体残土 をな らしたような土で新 しい時期 の ものである。第

3層 は調査範 囲が狭いため、人為的 なものか 自然堆積 かは不明である。地 山は灰 白色砂礫 で、現

地 表面 より1.lm下 で検 出 した。遺構 、遺物はなかった。(上 野)
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図2099-46区

V匚 半田遺跡

99-2区 の調査

今回発掘調査を実施したのは、貝塚市北部、字半田、麻生中に存在する半田遺跡の一角である。

本遺跡 は、本市 と岸和田市 とのほぼ境界を流れる津田川、その支流である小渕川左岸の段丘上に

位置する。周辺の標高16～18mを 測る。本遺跡を縦断 し熊野古道が通 り、遺跡南西には古道に沿

う一里塚が存在 してお り、古代末以降が本遺跡の時代の中心である。調査地は貝塚市半田743-1

他である。周辺の遺跡 としては、弥生～古墳時代 は麻生中遺跡、新井ノ池遺跡、海岸寺山遺跡が

図2199-2区
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あり、新井ノ池遺跡 より弥生土器、サヌカイ ト片が出土した。海岸寺山遺跡では須恵器窯跡が2

基、古墳が5基 確認 されている。奈良～平安時代では秦廃寺、麻生中下代遺跡、清児遺跡があ り、

秦廃寺は7世 紀後半に建立されたと推定されてお り、平成8年 度の大阪府教育委員会の調査では

寺の南限部分とみられる部分を検出している。前述の調査 より秦廃寺 ・麻生中下代遺跡で竪穴住

居、掘立柱建物が検出されてお り、秦寺創建以前の集落が指摘されている。中世の遺跡 としては

半田北遺跡、麻生中出口遺跡、麻生中遺跡、新井ノ池遺跡は熊野詣で有名な旧南海道(熊 野街道)

が通 り、観音信仰で知 られる水間寺へ至る水問街道 との交差地にあたり、街道周辺の遺跡は集落

跡の存在が推定されている。

調査区は工事計画に基づき、調査第1区 ・浄化槽部分(60㎡)、 調査第2区 ・申請地南側取付管

部分(2㎡)、 調査第3区 ・申請地北側取付管部分(4㎡)を 設定し、行った。

以下、各調査区ごとに調査概要を記述する。

(1)調査第1区

基本層序 第1層 は現代耕作土(層 厚0.2m)、 第2層 はにぶい橙色砂質土(層 厚0.05m)、 第

3層 は黄灰色砂質土(層 厚0.1m)、 第4層 はにぶい黄橙色シル トである。第3層 より7世 紀後半

～9世 紀の土師器、須恵器が出土 した。調査区西側は谷状に落ち込み、流路、溝を検出した。

SD-2

調査第1区 第1遣 構面 調査第1区 第3遺 構面 調査第1区 第4遣 構面 調査第1区 第5遺 構面

L=26.400m

B'
SK-9南 面 断面図B

嶽 鸚 鍵 騾 箝 儺 混じる)

茸驪 皇f1°YR5/210YR5/1

巷 蠶蠶糊 描 撫 が混、、)

050cm

乙:驤灘黥辮縢 認

図2299-2区 平面図、断面図
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本遺構 は南東一北方 向へのびる溝 である。検出長12m、 幅0.5m、 深 さ0.3mを 測 る。埋土 は褐灰

色砂質土である。第3層 上面 よ り掘 り込 まれ、遺物 は土 師器、須恵器が 出土 した(図24-20)。

SD-3

本遺構 は調査 区西側 で検出 した流路 である。検出長12.5m、 幅3.5m以 上、深 さ0.4mを 測 る。本

遺構 は3層 に大 別で きる。上層は黄灰色砂礫土で5cm以 上の石が混 じる。 中層 は暗灰 黄色砂礫で

上層 よ りも石 の量 も多 く、砂の粒子 も粗 くなる。下層 は灰色砂礫 である。調査 区西側 で1段 下が

り、上 ・中層 よ りも石 の量が多 くなる。 断面形状 は西へす り鉢状 に下がってい くと考 えられる。

遺物 は上 ・中層 にかけて土師器、大量 の須恵器が出土 した。

SD-4

本遺構 は調査 区北東端 で検出 した溝 の一部であ る。北壁断面で幅0.4m、 深 さ0.2mを 測る。埋土

は暗灰黄色土であ る。本遺構 は第3層 堆積以前 に掘 られた もので、SD-2よ りも古い。前 回の

試掘調査(試 掘2)で は本溝 につながる遺構 は検出 されなか った。遺物 は出土 してい ない。

SD-5

本遺構 は調査 区西端 で検 出した溝 である。検 出幅約1.3m、 深 さ0.2mで ある。断面で検出 した溝

であ り、平面で と らえるこ とはで きなかった。SD-6・7と 重複 し～本遺構 の方が古い。

SD-6

本遺構 は調査 区西側 より検 出した溝 である。検 出長11m、 幅0.5m、 深 さ約0.3mを 測 る。埋 土は

灰黄褐色 シルで、北側 では5cmほ どの石 が混 じる。調査 区のほぼ全域 に及ぶSD-5が 埋 まった

後 に掘 られた溝 である。本遺構 はSD-3に よって上層が削 り流 されている。遺物 は土師器 、須

恵器が 出土 した(図24-9)。

SD-7

図2399-2区 断面略 図、断面図
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本遺構 は南東一 北西方 向にのびる溝 である。検出長12.5m、 幅1.4m、 深 さ0.4mを 測る。埋 土は

黒褐色 シル トであ る。SD-5埋 没後 の水路であ る。 本遺構 はSD-3に よって上層が削 り流 さ

れている。遺物は土師器、須恵器が出土 した(図24-1)。

SD-10

本遺構 は西壁 断面で検 出 した溝 である。検出長約3m、 深 さ0.3mを 測る。埋土 は3層 に大別 で

きる。上層 は褐灰色土、 中層 は褐灰色砂質土、下層は褐灰色粘質砂礫である。本遺構 はSD-3

よりも薪 しい ものである。

SK-9

本遺構 はSD-2掘 削後 に検出 した柱穴であ る。一 辺0.3m、 深 さ0.2mを 測 る。平面 形状 は隅丸

方形 である。埋 土 は灰黄褐色土である。断面観察 よ り不明瞭ではあ るが柱穴痕 を検 出 した。遺物

は土 師器が出土 した。

SK-11

本遺構 は調査 区南壁 で検出 した柱穴 であ る。本遺構 の上層 は削平 を受けるが、SD-3よ り掘

り込 まれてい る。 さらに調査区中央 部でもSD-7の 東肩部 が大 き くえぐれる部分(SX-13)

があ り、 これ も柱 穴であった可能性 がある。SD-2よ りも新 しい時期 の もの と考え られる。

(2)調査第2区

基本層序 第1層 は現代耕作 土(層 厚0.2m)、 第2層 はにぶい橙色砂質土(層 厚0.06m)、 第3

層 は灰色砂礫(層 厚0.25m)で ある。土地 は後世に削平を受 けていた。

(3)調査第3区

基本層序 第1層 は盛土(層 厚0.5m)、 第2層 は現代耕作土(層 厚0.05m)、 第3層 は明黄褐色

土(層 厚0.05m)、 第4層 は褐灰色砂礫土(層 厚!1:～0.15m)、 第5層 は灰黄褐色粘質土(層 厚0.l

m)、 第6層 は褐灰色粘 質砂礫土(層 厚0.05～0.1m)、 第7層 は褐灰色土、第8層 はにぶ い黄褐色

砂礫 である。第4～6層 は流路 と考 え られ る。第1区 よ り検 出 した流路 ・溝 との関係 は不明であ

る。

(4)出土遣物

1はSD-7出 土の須恵器坏身である。復元 口径12.8cmで 器高 は低 く、たちあが りは短 く内傾

する。2はSD-6出 土 の須恵器蓋 である。復元口径15.6cmで 端部は下方 に屈曲す る。

3～5はSD-5出 土である。3は 須恵器蓋 である。復元 口径16.4cmで 天井部 は若干丸み をお

びる。4・5は 須恵器坏 身である。4は 復元 口径12.Ocm、5は 復元 口径12.6cmで たちあが りは短 く、

内傾 する。

6～8はSD-3下 層出土であ る。6は 須恵器坏 身である。復元 口径ll.2cmで た ちあが りは短

く、 内傾 し、受部 を折 り曲げる。7・8は 須恵器坏であ る。7は 復元口径10cmで 底 部か ら口縁部

にか けて若干丸み をおびつつ外反す る。8は 復元高台径1α4cmで ある。

9・10、21～23はSD-3中 層 出土である。9、21～23は 須恵器蓋であ る。9は 復元 口径11.4

cmで 口縁部 はか え りがつ き、端部 よ り下方へ は張 り出 さない。10は 須恵器坏 であ る。復元 口径11.2
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cmで 口縁部は若干外反す る。

11～13、24・25はSD-3上 層 出土であ る。11は 須 恵器 蓋であ る。復元 口径11.2cmで 口縁 部は

か え りがつ き、 口縁端部 よ り下方へ 張 り出 さない。12は 須恵器坏である。復元 口径11.2cmで 全体

的 に丸み をおびる。13は 須恵器坏 である。復元口径15.Ocmで 口縁部 は内弯 しつつ、外方 にのびる。

24は 須恵器 蓋である。扁平 な擬 宝珠状つ まみがつ く。25は 須恵器坏 である。口縁 部はやや外反 し、

端部は尖 り気 味である。

図2499-2区 出土 遺物
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14～19、26～29はSD-3出 土で ある。14は 須恵器蓋 である。復 元 口径16.4cmで 口縁端部 は下

方に突出す る。

15・16、29・28は 須恵器坏 である。15は 口径15.8cm、16は 復元 口径16cmで 口縁部 は外方 にのび

る。28は 全体 的に丸みをおびる。口縁部 はやや外反す る。

17は 須恵器有 蓋高坏 である。脚底部径19.Ocm、 坏部外径1&2cmで 脚 部はラ ッパ状に外反 し、端部

は下方 に屈 曲させ る。3方 向 に長方形ス カシを2段 刻 む。スカシの 間に2条 、脚底部に も1条 の

沈線 がめ ぐる。坏部の器高 は低 く、扁平で ある。

18は 須恵器鉢 である。復元口径24.4cmで 口縁部はゆ るやかに内弯 する。

19・26・27は 須恵器甕である。復元 口径24.8cmで 口縁部 は外反 し、端 部は肥厚 する。26は 頸部

が直立気味。口縁 部は内弯す る。27は 頸部が外反 し、口縁部 はやや肥厚す る。

20はSD-2出 土の土師器鍋である。復元 口径36.4cmで 口縁部は 「く」の字状 に屈 曲す る。30

は第2層 出土の須恵器坏 であ る。

(5)まとめ

平成10年 度 に申請地 の試掘調査 を行 ってい る。 申請地東端(試 掘1)と 本調査区の西側(試 掘

2)の2ヶ 所 。試掘1の 遺構 は落ち込み、土坑 を検出 した。土坑は柱穴 の可能性 を考 えたが、柱

痕 は確認で きなかった。遺物 は7世 紀後半か ら8世 紀 の須恵器が出土 した。試掘2で ピ ッ トを検

出 したが、柱 穴ではなかった。遺物 は7世 紀後半か ら8世 紀 の須恵器が出土 した。

試掘2で はにぶい黄橙色 シル トの安定 した地 山上面 を検 出 したが、本調査 区で は地 山上面 を東

側 で検 出 したが、西側 の地形 は大 きく下が っていた。

調査 区西側 は谷地形 であ り、 自然流路 となっていた と考 え られ る。 自然流路埋没後、東側 にS

D-5が 形成 される。 この溝 は南東か ら北西方向 に流 れていたと考 え られる。SD-7の 西側に

北方 向にのび るSD-7が つ くられる。 このSD-7は 調査 区東西 ベル ト断面でSD-5の 西側

を削 ってお り、SD-5が 埋 没後 にSD-7が つ くられた。SD-7は 農業用水路 と考 え られる。

その後、第3層 にあたる黄灰 色砂質土が堆積 し、新 たに用水路 を設けていた と推測 される。

第3層 堆積後 、埋没 した谷 に沿ってSD-3が 形成 される。砂礫 を中心 とす る埋 土であ り、拳

大 の石が多量 に含 まれていた。また埋没 したSD-7・10の 上部 を削 り流 している。この流路の上 ・

中層 より大量の須 恵器 、土師器が出土 した。出土 した約9割 は須恵器 であった。 これ らは断面の

摩滅 が少 ない ことか ら、SD-3上 層堆積時 には水流 は緩 やか もし くはほ とんどな く、集落の人々

が土器 を投棄 した もの と考 えられる。

SD-3埋 没後、SD-2・4が つ くられ る。 このSD-2はSD-7と ほぼ同位置 に設 けら

れてお り、土地 を区画 する目的 もあった と推測 され る。SD-4は 試掘2調 査時 に検 出 していな

いこ とか ら、ほぼ まっす ぐにのびてい くもの と考 えられる。

地 山上面でSK-9を 検出 した。 しか し、調査区の南壁 でも柱 穴断面 を検 出し、その位置がS

D-2と 重複 していた。柱穴の方が新 しい こ とか ら、SK-9もSD-2よ りも新 しい と判断 さ

れる。 また もっ1ヶ 所柱 穴ではなか ったか と思われ る部分 もあったが、他 の遺構 と共 にあや まっ
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て掘削 したと考えられる。これらの柱穴はそれぞれ距離があることから対応する可能性は少ない。

本調査区の西に半田遺跡の西側には奈良～平安時代の遺跡、秦廃寺跡がある。平成8年 度の大

阪府教育委員会の調査では7世 紀前半～中葉(秦 寺創建前)の 竪穴住居跡9棟 、7世 紀後半～8

世紀前半(創 建後)の 掘立柱建物11棟以上が検出されている。本市の平成10年 度調査では8世 紀

の柱穴が検出されている。

調査範囲が限 られているため、現段階で考えられることは、7世 紀から8世 紀前半までは秦寺

の南に集落が形成されていた。しかし8世 紀前半以降の建物は検出されていない。8世 紀前半以

降、集落は寺の東側に移ってい くようである。本調査区の溝、流路より7世 紀から8世 紀後半の

遺物が出土していることから、集落は途絶えることなく営まれていたと推測される。8世 紀後半

の建物の痕跡は検出されていないが、本調査区より柱穴を検出し、その埋土か ら9世 紀中頃の土

師器鍋が出土 した。集落がどのように形成されていたかは不明であるが、9世 紀中頃までは集落

が継続されていたことがわかる。(木 嶋)

丶皿 沢共同墓地遺跡

99-4区 の調査

沢共同墓地遺跡は本市北西部、大字 「沢」の存在する中世墓地である。近木川左岸の段丘上か

ら砂堆部に位置 し、周辺標高は3.8～6.8mを 測る。現在 も墓地は砂堆部に存在するものの、段丘上

の状況は明確ではない。発掘調査を実施したのは貝塚市沢897-1で ある。

調査は調査地東端に、南北方向の2×5.5mの 調査区を設定 し実施 した。調査区内には3層 の土

層が堆積 していた。上から順に盛土(第1層 、層厚0.7m)、 暗青灰色土(第2層 、層厚0.lm)、 青

灰色砂質土(第3層 、層厚0.1m)で ある。第2、3層 は現代耕土層である。地山は黄色粘土で、

現地表面より0.9～1mで 検出した。地山面では土坑2基 を検出した。SK-1は 幅1.5m、検出長

図2599-4区
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2.5mで 、深 さは0.45～0.6mを 測 る。SK-2は 検出幅0.5m、 検 出長3.5mで 、深 さは0,03～0.05m

を測 る。遺物 はSK-1よ り幕末頃の丹波焼甕、和泉音羽焼土瓶が 出土 した。周 囲の調査例か ら

いず れ も粘土採掘坑 と考 え られ る。

調査 区周 囲で は道路面 と農地 は同 じ高さである。 しか し調査 区の現代耕 土層上面 は周囲 よ り一

段低 くな り、地 山面は更 に低 くなる。地 山面 は人為 的 に削 られた様相 を呈 してお り、農地1反 を

粘土採掘 に利用 した もの と思われる。(上 野)

K石 才遺跡

99-7区 の調査

石才遺跡 は本市 内陸部、大字 「石才」 に存在す る中世遺跡 である。近木川右岸の中位設丘上 に

位置 し、周辺標 高21～23mを 測 る。遺跡範囲のほぼ中央 における発 掘調査 によって中世集 落の一

部を確認 したが、それ以外 は不 明である。発掘調査 を実施 したの は貝塚市石才574で ある。

調査 は調査地北側 に、東西方向の1.5×10mの 調査 区 を設定 し実施 した。調査 区内 には層厚0.3～

0.4mを 測 る盛 土の直下 に2層 の土層が堆積 していた。上か ら順 に褐灰色及 び黄褐色砂礫混土(第

2層 、層厚0.15～0.2m)、 黄褐色砂 礫混粘質土(第3層 、層厚0.1～0.2m)で ある。地 山は黄褐色

砂礫 で、現地表面 よ り1:で 検 出 した。地 山面は西側 で高 くなる。第2層 は堆積 の状況等か ら近

世の整地土 と考 え られる。第3層 は西側端で は存在 しない。地 山面では上か らの掘 り込 みであ る

近世～近代 の土坑以外 は遺構 はなか った。遺物は第3層 より土師器細 片が 出土 した。(上 野)

図2699-7区

X土 生遺跡

99-11区 の調査

土生遺跡は本市北部、大字 「久保」に存在 し、岸和田市と貝塚市に跨る弥生～古墳時代の集落

跡である。遺跡名称は岸和田市側の地名 「土生」をつけている。津田川左岸の段丘上に位置 し、
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周辺標 高15～19mを 測 る。発掘調査 を実施 したのは貝塚市久保245-4で ある。

工事計 画に基づ き、浄化槽 部分(ト レンチ1、1×3m)と 南側 申請建築物部分(ト レンチ2、

1×5m)に 調査 区を設定 した。

トレ ンチ1基 本層序 は第1層 は盛土(厚 さ0.3m)、 第2層 はオ リーブ灰色砂礫(厚 さ0.2m)、 第

3層 は灰色粘質 シル ト(厚 さ0.2m)、 第4層 は灰色砂(厚 さ0.2m)、 第5層 は灰色砂(厚 さ0.2m)、

i

ム翳.ブ 灰色砂礫

篇1:;麗 豬砂
5
6震 鸛 鬱 ルト

謡 離 器シルト
9灰 色砂

0緑 灰色粗砂

1緑 灰色粗砂(ioよりも粗い)

2灰 色砂

3灰 オリーブ色砂

灰色砂

晴オ リーブ色砂礫

流路

図2799-11区

第6層 は灰色砂(厚 さ0.1m)、 第7層 は暗オ リーブ色砂礫(地 山)で あ る。

トレンチ2基 本層序 は第1層 は盛土(厚 さ0.5m)、 第2層 はオ リー ブ黒色砂 質土(厚 さ0.1m)、

第3層 は暗灰黄色砂(厚 さ0.4m)、 第4層 は灰 オ リーブ色砂(厚 さ0.3m)、 第5層 は灰 オ リーブ礫

(地 山)で ある。

第1ト レンチ は第3層 よ り下層が 自然流路 堆積 と考 え られ る。 自然流路 の肩部 は検 出で きな

か った。北西 か ら南東 に向かって深 くなる。遺物 は出土 しなか った。時期 は不明である。第3層

は耕作 土 と考 え られる。第3層 上面 よ りSX-1、SX-2を 検 出 した。SX-1は 検 出幅0.8m、

深 さ0.2mを 測 る。埋土 は第2層 に類似す る。SX-2は 検出幅0.5m以 上、深 さ0.2m以 上 を測 る。

埋土 は灰色 シル トである。両遺構 とも遺物 は出土 しなか った。第2ト レンチは第3層 より下層が

自然流路 である。自然流路 の肩部 は検 出で きなか った。埋 土は東 か ら西 に砂粒が粗 くなる。第3・

4層 よ り弥生時代 皿様式か ら古墳 時代 の土器、サヌ カイ トが多数出土 した。 第1・2ト レンチで

検出 した 自然流路 は埋土 の状況で判 断す ると対応 しない。(木 嶋)

XI新 井ノ池 遺跡

99-14区 の調査

新井 ノ池遺跡は本市北部、大字 「半田」 「新井」「麻 生中」 に存在す る弥生時代 ～中世 にかけて

の集落跡他 である。中位段丘上 に存在 し、周辺標高15～18mを 測 る。発掘 調査 を実施 したのは貝
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塚市半 田1-2他 である。

調査地内3カ 所 に調査 区 を設定 して実施 した。

第1区 北 部に設定 した3×7.5mの 調査 区である。現地表面か ら1.4mに かけて、池 内堆積 の シ

ル ト、細砂 の混合 層が存 在 し、 その下 には、青灰色、暗灰色粘土が存在 す る(層 厚約1.1m)。 そ

の下 に地山 となる青灰色礫 が存在す る。遺構等 は存在 しない。

図2899-14区

第2区 西部に設定した2×7mの 調査区である。現地表面から0:2～1.2mに かけて、池内堆積

のシル ト、細砂の混合層が存在 し、その下には、青灰色粘土が存在する(層 厚約0.2m)。 その下

に地山となる淡灰黄色礫が存在する。地山面は西から東にかけて高くなり、その後東に向って緩

やかに低 くなる。本地点付近が旧谷地形のかた部分に相当する。遺構等は存在 しない。

第3区 東部に設定した3×11mの 調査区である。現地表面から1.1mに かけて、池内堆積のシ

ル ト、細砂の混合層が存在 し、その下には、青灰色粘土が存在する(層 厚約0.2m)。 その下に地

山となる淡灰黄色礫が存在する。遺構等は存在 しない。(前 川)

調査は池の北西部、堤横断部の断面を確認した。

調査区内には17層の土層が堆積していた。上か ら順に第1層:盛 土、第2層:暗 青灰色粘質土、

第3層:暗 紫灰色砂礫混粘質土、第4層:明 紫灰色粘質土、第5層:明 黄褐色粘質土、第6層:

にぶい黄色粘質土、第7層:褐 灰色砂礫混土、第8層:暗 紫灰色砂礫混粘質土、第9層:紫 灰色

砂礫混粘質土、第10層:紫 灰色粘質土、第11層:褐 灰色砂礫混土、第12層:褐 色砂質土、第13層:

暗紫灰色細砂礫混粘質土、第14層:暗 紫灰色粘質土、第15層:暗 紫灰色細砂～砂礫混粘質土、第

16層:黄 褐色細砂混土、第17層:暗 紫灰色細砂～砂礫混粘質土である。第2層 と第3層 は固くて

しっか りしているので、元来の堤であった可能性は高い。後世になって、さらに南側に包含層を

含む7～17層 を盛 り上げ、5・6層 や4層 を補填 した後、第1層 を盛って現在の堤部としている。断
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面 の観察 によ り、本堤 は第3層 →第2層 → 第14・15・16・17層 →第13・12層 →第11・10・9層 →

第8・7層 →第5・6層 →第4層 →第1層 の順 で堆積 している。工事の関係等 によ り地山は確認

で きていない。遺物は第3層 よ り土師器細片、 第4層 よ りサ ヌカイ ト石核 が出土 した。第4層 は

地 山粘質土 をベ ース とし、若干砂礫、ブ ロック等が混 じっている層で、石核 は他の遺跡か ら運ば

れて きた ものである。(上 野)

XII脇 浜遣跡

99-16区 の調査

脇浜遺跡 は貝塚市西部、大字 「脇浜」 に存在 する。近木川右岸 の砂堆部～段 丘上 に位置 し、周

辺標高は2～10mを 測 る。都市計画道路貝塚中央線建設 に伴 う発掘調査 によって縄文時代、古墳

時代の遺物 が多量 に出土 している。発掘調査 を実施 したのは貝塚市脇浜3-436-1で ある。調査 は工

事計画 に基づ き調査地南部 に1×3mの 調査区を設定 し実施 した。

基本層序 は第1層 は盛土(厚 さ0.3～0.35m)、 第2層 は灰 黄褐色砂 ・石混 じる(厚 さ0.1m)、 第

3層 は灰黄褐色砂(厚 さ0.3m)、 第4層 は暗灰 黄色砂 質土、灰黄色粘土 ブロ ックが斑点状 に混 じ

る(厚 さ0.08m)第5層 は灰黄褐色砂質土(0.2m)、 第6層 はにぶ い黄褐色砂(厚 さ0.1m)、 第7

層 はにぶい黄褐色砂(地 山)で ある。第2・3・4層 はカクラ ンである。 第5・6層 は遺物包含

層で あ り、近世の瓦、土錘、土器、染付磁器等が出土 した。遺構 は確 認で きなか った。(木 嶋)
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図2999-16区

99-21区 の調査

発掘調査 を実施 したのは貝塚市脇 浜2-579-3で ある。調査 は工事計 画に基づ き、調査地北部

に2×4.5mの 調査 区を設定 した。

基本層序 は第1層:盛 土(厚 さ0:6m)、 第2層:灰 色砂質土+明 赤褐色(厚 さ0.06m)、 第3層:

黄灰色 土+浅 黄色 が混 じる(厚 さ0.1m)、 第4層:灰 オ リーブ色粘質土、第3層 と第5層 の混 じ
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り(厚 さ0.06m)、 第5層:黄 灰色粘土砂が多 く混 じる(厚 さ0.2m)、 第6層:黄 灰色粘土、上層

に比べ る と砂 の量が少 な く、粘質 もつ よい(厚 さ0.1～0.15m)、 第7層:褐 灰色粘土、第6・7層

に比べ て砂 の量がかな り少 な くな り、粘質 もよ りつ よ くなる(厚 さ0.1m)、 第8層:黄 灰色粗砂

+明 黄褐色混 じる(厚 さ0.lm)、 第9層:黒 褐色粘土に砂が多量 に混 じる(厚 さ0 .06m)、 第10層:

道
路

図3099-21区

黒褐 色粘土(厚 さ0.1～0.2m)、 第11層:灰 色 砂(厚 さ0.2m)、 第12層:灰 色礫 が堆積す る。第1

層 と第2層 の間でわずか であ るが、耕作土が残 っていた。申請地北側の水 田の高 さとほぼ同 じで

あるこ とか ら、耕作土 を削 った後 に盛土 を行 っていた。 第2～4層 は中 ・近世の耕作土 である。

溝 と考 えられる遺構 を断面で検 出 した。第7層 以下は粘土 であ り、第5・6層 よ り中世 の遺物が

出土 した。 申請地 は谷地形であった と考 えられる。(木 嶋)

X皿 清児遺跡

99-17区 の調査

清 児遺跡 は本市 内陸部、大字 「清児」、「麻 生中」 に存在す る。近木川右岸 の段丘上 に位置 し、

周辺 標高は30～39mを 測 る。発掘 調査 を実施 したのは貝 塚市麻生 中614-1で ある。調査 は工事計

画に基づ き、汚水 ・雑排水管 ・桝設置部分に対 して1×13mの 調査 区を設定 した。

基 本層序 は第1層 は現代耕作土(厚 さ0.2～0.25m)、 第2層 はにぶい黄橙色土 ・床土(厚 さo.i

m)、 第3層 はにぶい黄色砂質土(厚 さ0.1m)、 第4層 は黄灰色礫 ・拳大 よ り小 さい石(厚 さα1×

～0 .3m)第5層 は1明 黄褐色粘土(地 山)が 堆積す る。調査 区西か ら東方向に地形が落ち込んで

いる。第4層 は礫層であ り、 自然流路 と考 え られ る。調査 区西側 は床土の下層 は地 山であ り、土

地 の削平が行われている。遺物 ・遺構 は確認 できなか った。(木 嶋)
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図3199-17区

XN加 治 ・神前 ・畠中遺跡

99-25区 の調査

加治 ・神前 ・畠中遺跡は本市中央部をほぼ縦断して流れる近木川右岸の段丘上、標高11～20m

を測る地点に位置する。大字 「加神」「畠中」「石才」に所在 し、遺跡内には市役所庁舎を始め公

共施設が集中してお り、これら建設に伴 う発掘調査を多 く実施 してお り、市内では最も纏まった

調査成果が得 られいる。遺跡範囲は東西1.3㎞、南北1.5㎞を測る。発掘調査を実施 したのは貝塚市

畠中2-325-1で ある。調査地東部に1×4mの 調査区を設定した。

図3299-25区
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基本層序 は第1層 は表土(厚 さ0.05m)、 第2層 は褐灰色砂礫、4～5cmの 礫が混 じる(厚 さ1

m)、 第3層 は明褐色砂(厚 さ0.04m)、 第4層 は黄灰色砂(厚 さ0.1～0.2m)、 第5層 は灰色砂礫

(厚さ0.4m)、 第6層 は褐灰色礫(地 山)、 第7層 は浅黄色礫(地 山)で ある。

申請地 は石垣 を行 ってお り、前面道路 との差 は約1mあ り、 申請地南側 は盛土 の可能性が あっ

た。盛土はな く、第2層 か ら第5層 までは砂礫 ・砂 の堆積 であ り、 自然流路 と考 えられる。土地

が砂 礫層 のため石垣 で補強を行 っていた。調査地北側 は表土 を除去 する と地 山であ った。南方向

には近木川 が流れてお り、検 出 した砂礫 ・砂堆積 はこの川 の旧流路 と考 え られ る。遺物 ・遺構 は

確 認で きず、時期 は不 明である。(木 嶋)

99-50区 の調査

発掘調査 を実施 したのは貝塚市畠中301で あ る。調査 は調査地東側 と南側 に調査 区を設定 して実

施 した。調査区は南北方 向1.7×3m、 東西方 向1.4×2.5mで 、それぞれ第1区 、第2区 とした。

第1区 には3層 の土層 が堆積 していた。上か ら順 に盛土(第1層 、層厚0.6～0.7m)、 青灰色粘

質土(第2層 、層厚0.05～0.16m)、 褐灰色粘質土(第3層 、層厚0.2～0.3m)で あ る。第2区 には2

層 の土層が堆積 していた。上 か ら順 に盛土(第1層 、層厚0.3m)、 砂礫、 コー クス、煉 瓦片等 を含

む灰色土(第2層 、層厚0.4～0:6m)で ある。地 山は1・2区 とも褐灰色砂礫 で、近木川の氾濫層

と考 え られる。現地表面 よ り0.7～0.9mで 検 出 した。

調査区には中世の層 は堆積 しない。第2区 では近代層 が直接地山直上 に堆積 す る。また、第1

区、第3層 にはラ ミナ層や上 面に乾痕が多数認 め られ、削 った際の感触や土の締 ま り方 などか ら

みて、耕作土等で はない。状況 か ら自然堆積層 であった可能性がある。以上の ことか ら調査 区で

は近木川の氾濫等 によ り、近代 まで活発 な開発 はなか ったもの と思 われ る。ちなみに前建物 は施

主の話によると、大正12年 建築だ った らしい。遺構 、遺物 は無かった。 「(上 野)

図3399-50区
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99-56区 の調査

発掘調査 を実施 したの は貝塚市加神2-145、146、147で あ る。調査 は工事計画に基づ き、申請

建物外 に調査 区を設定 した。以下、調査 区ご とに記す。

トレンチ1

第1層 は灰黄色土(厚 さ0.2m)・ 盛土、第2層 はにぶい黄橙色粘土(厚 さ0.04m)、 第3層 は褐

灰色粘土(厚 さ0.1m)、 第4層 は灰黄褐色土(厚 さ0.2m)、 第5層 は灰黄褐色土(厚 さ0.1～0.6m)、

図3499-56区

第6層 は暗灰 黄 色砂 質土(厚 さ0.3m)、 第7層 は黄灰 色粗 砂(厚 さ0.25m)、 第8層 は黄灰色 砂

(厚さ0.1m以 上)で あ る。 第4層 と トレンチ2:第2層 は近代の撹乱 土であ り、多 数の瓦 、陶磁

器 が出土 した。瓦 な どを投 棄 した もの と考 えられる。 第6・7層 と トレンチ2第3・4層 は近世

の遺物 包含層 と考 え られ、近代撹乱層 に比べ ると出土量 は少 ない。

トレンチ2

第1層 は灰 黄色土(厚 さ0.2～0.5mト レンチ1の 第1層)、 第2層 は褐灰色土(厚 さ0.2～0.3m)、

第3層 は褐灰 色砂礫(厚 さ0.2m)、 第4層 は灰黄褐色土(厚 さ0.2m)、 第5層 はにぶい黄褐色粗 砂

レキ に黄灰色 土が混 じる(厚 さ0.5m以 上)地 山であ る。溝状 遺構 と考 え られ る黒褐色粘土+灰 黄

褐色粘土の混 じりの堆積 を検 出した。遺物 は土師器微細片が観察 で きる程度である。時期 は中世

末～近世であ る。(木 嶋)

XV森 下代遺跡

99-37区 の調査

森下代遺跡 は貝塚市のほぼ中央部、大字 「森」に所在 し、近木川右岸 の段丘上 に位置す る。現

状標 高53mを 測 る。遺跡範囲は東西270m、 南北400mを 測 る。遺跡内の多 くが市街化調整区域 で

あるため農地 が多 く残 り、調査例 は少 ない。発掘調査 を実施 したのは貝塚市森435-1で あ る。
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調査 は調査地北側 に、東西方向の約1×1.5mの 調査 区を設定 し実施 した。調査 区内には5層 の

土層 が堆積 していた。上か ら順に盛 土(第1層 、層厚0.1～0.2m)、 褐灰 色砂 質土(第2層 、層厚

0.05m)、 灰 色砂質 土(第3層 、層厚0.1m)、 黄灰色 土(第4層 、層厚0.lm)、 褐灰 色砂礫混粘 質

土(第5層 、層厚0.1～0.2m)で あ る。地 山は黄色粘 土で、現地表 面 よ りα6mで 検 出 した。地 山

面 にて溝4条 を検 出 した。東端のSD-1は 検 出幅4.5mで 、深 さは約0.6m、 埋土 は青灰色極細砂

で自然流路 と考 え られ る。SD-2は 検出幅約0.5m、 深 さ0.25m、 埋土 は黒褐色砂質土である。

図3599-37区

SD-3は 検 出幅約45m、 深 さ約0.4m、 埋土 は青灰色 シル トと紫黒色粘質 シル トの互層 である。

SD-4は 検出幅約3.5m、 深 さ0.6mの 逆三角形状 を呈 している。埋土 は黒褐色砂質土、赤黒色粘

質 シル ト、青灰色細 砂～極細砂の互層である。いずれ の溝 も北か ら南へ むかって流れ ていた よう

である。遺物 は出土 しなかった。

今 回の調査で は南北方向の溝 を4条 確認 した。調査地西側の調査 にお いて も同 じ南北方向の溝

を確認 してお り、 この一帯 に溝が集中 していた ようで ある。時期 につい ては、遺物の 出土が無 く

不 明 と言 わざるを得 ない。 ただし、埋土 の状況か ら中世以前であることは間違 いない。 また、当

初 は もっ と高い位置で掘削 された と考え られるが、その後、第4層 の耕作 に伴 い削平 された と考

え られる。 しか し、その性格や同方向の溝が集 中す る状況については、解明には至 らず、今後 の

課題 となった。(上 野)

測 三 ヶ山西遺跡

99-40区 の調査

三 ヶ山西遺跡 は本市 内陸部、大 字 「三 ヶ山」、「三 ツ松 」に存在す る。近木川右岸の段 丘上に位

置す る。周辺標 高は60～80mを 測 る。発掘調査 を実施 したのは貝塚市三 ツ松1464-1他 である。

調査 は調査 地西側、 浄化槽部分に、東西方 向、1×5mの 調査 区を設定 し実施 した。
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調査 区内は盛土(第1層 、層厚約0.3～0.5m)、 灰 黄褐色粘質土(第2層 、層厚0.1m)の 下 は東

半分 と西半分 で堆積の状況が異 なる。地 山は茶褐色砂礫で、西側 は現地 表面か ら0.3～0.4mで 検出

したが、東半分 は急激 に落ち込んでいる。地山の高い西側 には、上か らにぶい黄色粘質土(第3

層、層厚0.2m)、 灰 黄褐色粘質土(第4層 、層厚0.2m)が 堆積 している。第3・4層 は よく締 まっ

てお り、盛 土 して踏み しめた ような土 であ る。東側 は上 か ら黄灰色 シル トブロ ック混 明黄褐色粘

質土(第5層 、層厚0.4m)の 下 に、瓦溜 ま り層(第8層 、層厚約0.1m)が 堆積す る。第8層 の瓦

図3699-40区

は極新 しい ものである。その下には5・8層 に切 られて褐灰色細砂含粘質土(第6層 、層厚0.lm)、

褐灰色砂礫混粘質土(第7層 、層厚0.2m)の 耕作土 が堆積 してい る。時期 は遺物の出土が無 く不

明。中世か ら近世初頭で はないだろ うか。地 山直上で は炭層が約0.05m堆 積 してい る。遺物 は盛

土 よ り明治頃の和泉音羽焼、瀬戸磁器類が出土 した。

断面観察を踏まえて、次の ようなこ とが考 え られる。調査地で は西か ら東 に向か って低 くなっ

ていた。中世 か ら近世 にか けて東側 の低 い部分で耕作 を行 っていた ようである。地 山の高い西側

では同時期 もし くは これよ りも少 し後 の時期 になって粘質 土で整地 を行 っている。現代 になって

低 い部分 を埋 め、耕作 を行 った ようである。最下層の炭層 につ いては、 どの ような性格の もので

あるのか不明であるが、耕作 をす る前 に周辺 の草花 を焼いた跡 の可能性 も考え得 る。(上 野)

99-55区 の調査

発掘調査 を実施 したのは貝塚市三 ッ松1472-1で あ る。建 設計画 に基づ き、浄化槽 部分 に調査区

を設定 した。調査 区内での層状 は部分で異 なる2面 について記す。

北壁

第1層 は褐灰色土(盛 土)、 第2層 は褐灰色 土(耕 作土)、 第3層 はにぶい黄橙色土(厚 さ0.04

m)、 第4層 は褐灰色 粘質砂礫(厚 さ0.1～0.15m)、 第5層 は灰褐色 砂(厚 さ0.1m)、 第6層 は灰
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褐色砂礫(厚 さ0.25m)、 第7層 は褐灰色砂礫(厚 さ0.4m以 上)で あ る。

南壁

第1、2層 は盛 土、第3層 は耕作土、第4層 はにぶ い黄橙色 土(厚 さ0.15m)、 第5層 は灰黄褐

色粘質土(厚 さ0.1m)、 第6層 は灰黄褐色粘土(厚 さ0.2m)、 第7層 は褐灰色粘土(厚 さ0.2m)、

第8層 は灰黄褐色粘土(厚 さ0.15m)、 第9層 は灰 黄褐色粘 土(厚 さ0.1m)、 第10層 は灰褐色砂礫

(厚 さ1:)、 第11層 は褐灰色砂礫(厚 さ0.5m以 上)で ある。

調査 区の断面観察 よ り谷地形 である ことを確認 した。谷の埋土 は北壁 第6・7層 、南壁 第10・

11層 にあたる。上層は粗 い砂礫層であ り、下層 は上層 に比べ て砂 を多 く含 む。 また10～20cmの レ

キ(川 原石)が 下層ほ ど多 く認め られ、水が流れ ていた と考 え られ る。

南壁 では流路 と考え られる粘土層(南 壁第5～9層)の 堆積 を確認 した。 この流路は谷 の埋没

後、西方 向に流れていた。北壁では確認で きなか った。粘土層 よ り遺物 の出土 はなかった。

流路埋没後 は耕作地 として利用 されてお り、近世の耕作 土層 と考え られる南壁第4層 を検出 し

た。流路の堆積層 より遺物が認め られないため、流路 の埋没、耕地の開始 時期 については不明で

ある。(木 嶋)

LKBM

図3799-55区
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ふ りが な ふ りがな コ ー ド

東経 調査期間 調査面積㎡ 調査原因
所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号

北緯

おおさかふ

大阪府 34度 135度
かいつか じないちょういせき

貝塚寺内 町遺跡
かいつかし

貝塚市
みなみまち

27208 a2
27分 21分

19990107.8 14 個人住宅

南町

おおさかふ

大阪府 34度 135度
かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡
かいつか し

貝塚市
こ ぎ

27208 22
27分 21分

19990323.24 16 個人住宅

近木

おおさかふ

大阪府 34度 135度
かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡
かいつか し

貝塚市
きたまち

27208 22
27分 21分

19990705.6 12 個人住宅

北町

おおさかふ

大阪府 34度 135度
かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡
かいつか し

貝塚市
みなみまち

27208 2z
27分 21分

19990712.13 6 個人住宅

南町

おおさかふ

大阪府 34度 135度
かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡
かいつか し

貝塚市

第

27208 22
27分 21分

19990803 136 防火装置

おおさかふ

大阪府 34度 135度
かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡
かいつか し

貝塚市
きたまち

27208 zz
27分 21分

19990827 1 個人住宅

北町

おおさかふ

大阪府 34度 135度
うみつか いせき

海塚遣跡
かいつか し

貝塚市
うみつか

27208 uo
26分 22分

19990201 9 個人住宅

海塚

おおさか ふ

大阪府 34度 135度
うみつか いせき

海塚遺跡
かいつか し

貝塚市
うみつか

27208 110
26分 22分

19990913 7 個人住宅

海塚

おおさか ふ

大阪府 34度 135度
さわCaう あ と

沢城跡
かいつか し

貝塚市
さわ

27208 24
26分 21分

19990301 9 個人住宅

沢

おおさか ふ

大阪府 34度 135度
はたはい じ

秦廃寺
かいつか し

貝塚市
はんだ

27208 10
26分 23分

19990318.19 3 個人住宅

半田

おおさか ふ

大阪府 34度 135度
はたはい じ

秦廃寺
かいつか し

貝塚市
はんだ

27208 10
26分 23分

19990913 10.25 個人住宅

半田

おおさか ふ

大阪府 34度 135度
じぞうどうはいじ

地蔵堂廃寺
かいつか し

貝塚市
じぞうどう

27208 8
25分 21分

19990325 4.5 個人住宅

地蔵堂

おおさかふ

大阪府 34度 135度
じぞうどうはい じ

地蔵堂廃寺

かいつかし

貝塚市
じぞうどう

地蔵堂

27208 8
25分 21分

19990830 10 個人住宅



おおさかふ

な ごせい せき
大阪府
かいつか し 34度 135度

名越遺跡 貝塚市
せちこ

清児

27208 71
25分 23分

19990401 6 個人住宅

おおさかふ

な ごせいせき
大阪府
かいつかし 34度 135度

名越遺跡 貝塚市
せちこ

清児

27208 71
25分 23分

19991018 i 個人住宅

おおさかふ

はんだ いせき
大阪府
かいつかし 34度 135度

半田遺跡 貝塚市
はん だ

半田

27208 31
26分 23分

19990329 65 事務所

おおさか ふ

さわ きエうど う ぼ ち い せ き

大阪府
かいつか し 34度 135度

沢共同墓地遺跡 貝塚市 27208 25 19990405 11 個人住宅

羨
26分 21分

おおさかふ

いしざいいせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

石才遺跡 貝塚市

藻

27208 59
26分 22分

19990414 15 個人住宅

おおさかふ

は ぶ いせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

土生遺跡 貝塚市
く{3

久保

27208 61
27分 23分

19990510 15 個人住宅

おおさかふ

に い の いけ いせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

新井ノ池遺跡 貝塚市 27208 30 19990531 60 宅地
に い

新井
26分 22分

おおさかふ

わきはまい せき
大阪府
かいつか し 34度 135度

脇浜遺跡 貝塚市
わきはま

脇浜

27208 66
26分, 21分

19990621 3 個人住宅

おおさかふ

わきはまいせき
大阪府
かいつかし 34度 135度

脇浜遺跡 貝塚市
わきはま

脇浜

27208 66
26分 21分

19990707 9 個人住宅

おおさか ふ

せちこ いせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

清児遺跡 貝塚市
あ そなか

麻生中

27208 36
25分 21分

19990622 13 個人住宅

おおさか ふ
か じ こうざき

加治 ・神前 ・
はたけなかいせき

畠中遺跡

大阪府
かいつか し

貝塚市
ucけ なか

畠中

27208 23
34度

26分

135度

22分
19990729 4 個人住宅

おおさか ふ
か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
ur.けな か い せ き

畠中遺跡

大阪府
かいつか し

貝塚市
はたaなか

畠中

27208 23
34度

26分

135度

22分
19991028 io 個人住宅

おおさか ふ
か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
nた嘔,なか い せ き

畠中遺跡

大阪府
かいつか し

貝塚市
か じん

加神

27208 23
34度

26分

135度

22分
19991213 18 個人住宅

おおさかふ

もりしもだいいせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

森下代遺跡 貝塚市 27208 100 19990922 io 個人住宅
dA 24分 22分

おおさかふ

み か やまにしいせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

三ヶ山西遺跡 貝塚市
み つ まつ

三ツ松

27208 69

24分 26分
19990917 5 個人住宅

おおさかふ

み か やまにしいせき
大阪府
かいつか し 34度 135度

三ヶ山西遺跡 貝塚市
み つ まつ

三ツ松

27208 69
24分 26分

19991208 6 個人住宅

ふりがな

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 井戸

かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層 瓦 、陶磁器



かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世

かいつか しないちょうい せき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世

かいつか じないちよういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層

かいづかじないちょういせき

貝塚寺内 町遺跡 城郭寺院跡 近世

うみつかい せき

海塚遺跡 集落跡 中世 土坑

うみつか いせき

海塚遣跡 集落跡 中世

さ わじ【うあと

沢城跡 城跡、集落跡 中世

はたはい じ

秦廃寺 寺院跡 飛鳥～平安

はたはい じ

秦廃寺 寺院跡 飛鳥～平安

じぞうどうはい じ

地蔵堂廃寺 寺院跡 平安時代 土坑

じぞうどうはい じ

地蔵堂廃寺 寺院跡 平安時代 溝

なごせいせき

名越遺跡 散布地 中世

なごせいせき

名越遺跡 散布地 中世

はんだ いせき

半田遺跡 集落跡 飛鳥～奈良 溝 須恵器、土師器

さわきょうどうほ ち いせき

沢共同墓地遺跡 墓地 古墳～室町時代

いしざい いせき

石才遺跡 散布地 縄文、平安～中世

は ぶ いせき

土生遺跡 集落跡 弥生、古墳、 中世 流路跡

に い の いけいせき

新井ノ池遣跡 集落跡 弥生、古墳

わきはまいせき

脇浜遺跡 生産遺跡 縄文～江戸時代

わきはまいせき

脇浜遺跡 生産遺跡 縄文～江戸時代

せちこ いせき

清児遺跡 散布地 奈良～平安時代

か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
IfLljQか い せ き

畠中遺跡
集落跡 古墳～室町時代

か じ こうざき

力噴講弧
畠中遺跡

集落跡 古墳～室町時代

か じ こうざき

加治 ・神前 ・
はたけなかいせき

畠中遺跡
集落跡 古墳～室町時代

もりしもだい いせき

森下代遺跡 集落跡 中世 溝

み かやまにしいせき

三ヶ山西遺跡 集落跡 中世

み かやまにしいせき

三ヶ山西遺跡 集落跡 中世 溝



図 版



図
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1

貝

塚

寺

内

町

遺

跡

(
98
-

29
区

)

1.調 査 区全景 北西よ り

2.SE-1北 東 よ り



図

版

2

海
塚

遺

跡

(
98
1

31

区

)

1.調 査 区全景 南西 よ り

2.南 側断面 北よ り
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3

半

田

遺

跡

(
99
1

2
区

)

1.第1調 査区 第2遺 構面 南よ り

2.第1調 査区 第5遺 構面 北よ り
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版

4

半

田

遺

跡

(
99
-

2
区

)

SD-3下 層(6～8)、SD-3中 層(9、10)、SD-3上 層(11、13、24、25)、SD-3(19、21～23、26、27、29、30)、SD-2(20)、 第2層(28)
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版

5

新

井

ノ
池

遺

跡

(
99
1

14

区

)

1.1区 全景 南西 よ り

2.堤 部分 北 より
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6

森

下
代

遺

跡

(
99
1

37

区
)

1.調 査区全景 西よ り

2.SD-4北 西 よ り
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